
一
一

専
攻
学
科
目

樹
木
生
理
学
・
造
林
学

生
年
月
日

昭
和
一
〇
年
八
月
二
四
日

略
　
　
　
歴

昭
和
三
四
年
　
三
月

東
京
大
学
農
学
部
林
学
科
卒
業

同
　
四
二
年
　
一
月

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了

同
　
四
二
年
　
一
月

P
h

.D
.

同
　
四
二
年
　
一
月

ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
研
究
員

同
　
四
三
年
　
九
月

ミ
ズ
リ
ー
大
学
研
究
員

同
　
四
六
年
　
五
月

農
林
省
林
業
試
験
場
造
林
部
研
究
員

同
　
五
九
年
　
三
月

農
林
省
林
業
試
験
場
造
林
部
造
林
科
長

同
　
六
二
年
　
四
月

東
京
大
学
農
学
部
教
授

受
賞
者

佐
々
木

さ

さ

き

惠さ
と

彦ひ
こ

日
本
学
士
院

エ
ジ
ン
バ
ラ
公
賞



一
二

平
成
　
六
年
一
〇
月

東
京
大
学
農
学
部
長

同
　
　
八
年
　
五
月

東
京
大
学
名
誉
教
授

同
　
　
八
年
一
〇
月

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
教
授

同
　
一
一
年
一
〇
月

日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
長
（
平
成
一
七
年
八
月
ま
で
）

同
　
一
二
年
　
九
月

日
本
大
学
副
総
長
（
併
任
、
平
成
一
三
年
八
月
ま
で
、
平
成
一
五
年
九
月
か
ら
平
成
一
七
年
八
月
ま
で
）

同
　
一
七
年
　
八
月

日
本
大
学
総
合
科
学
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）



Ph.D.

佐
々
木
惠
彦
氏
の
「
熱
帯
林
樹
種
の
生
理
･

生
態
的
特
性
の
研
究
と
そ
れ
に
基
づ
く
森
林
再

生
技
術
の
開
発
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

過
度
の
伐
採
や
焼
き
畑
、
さ
ら
に
無
計
画
な
土
地
利
用
な
ど
に
よ
る
熱
帯
林

の
消
失
は
、
近
年
、
地
球
的
規
模
に
お
け
る
深
刻
な
環
境
問
題
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
佐
々
木
氏
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
フ
タ
バ

ガ
キ
科
樹
種
を
中
心
と
し
て
、
各
種
の
熱
帯
林
構
成
樹
種
の
生
理
･
生
態
的
特

性
、
天
然
更
新
の
機
構
等
に
つ
い
て
、
現
地
で
綿
密
な
調
査
･
研
究
を
重
ね
、

熱
帯
林
再
生
技
術
の
確
立
と
そ
れ
ら
の
技
術
の
現
地
へ
の
適
用
に
大
き
く
貢
献

し
た
。
以
下
に
、
熱
帯
林
に
か
か
わ
る
佐
々
木
氏
の
先
駆
的
な
研
究
業
績
に
つ

い
て
略
述
す
る
。

１．

フ
タ
バ
ガ
キ
科
樹
種
の
種
子
貯
蔵
と
発
芽
特
性
の
解
明

人
工
植
栽
に
と
っ
て
、
継
続
的
な
苗
木
の
供
給
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
、
種
子
の
貯
蔵
が
前
提
に
な
る
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
熱
帯
林
の
樹
種

は
、
六
〇
％
以
上
が
一
五
属
五
二
四
種
の
フ
タ
バ
ガ
キ
科
樹
種
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
佐
々
木
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
タ
バ
ガ
キ
科
樹
種
に
つ
い
て
種
子
の

貯
蔵
条
件
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、
一
五
℃
以
下
で
は
生
存
で
き
な
い
も
の

と
、
〇
℃
か
ら
一
五
℃
の
低
温
で
も
、
数
ヶ
月
間
、
生
存
可
能
な
も
の
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
同
氏
は
、
フ
タ
バ
ガ
キ
種
子
の
保
存
に
は
、
温
度

条
件
の
ほ
か
に
、
種
子
中
の
含
水
量
を
乾
燥
重
量
の
二
〇
％
以
上
に
保
持
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
も
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
佐
々
木
氏
は
、
低
温
耐
性
に
乏
し
い
樹
種
に
お
い
て
は
、
種
子
の
み

で
な
く
、
稚
樹
の
生
存
も
一
五
℃
が
限
界
温
度
で
あ
り
、
植
栽
地
と
し
て
は
、

最
低
気
温
が
一
五
℃
以
上
の
標
高
の
低
い
場
所
を
選
定
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結

論
に
達
し
た
。

２．

林
内
の
光
環
境
と
天
然
更
新
機
構
の
解
明

佐
々
木
氏
は
、
天
然
更
新
の
た
め
の
光
条
件
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
フ
タ
バ

ガ
キ
林
内
の
直
達
光
（
光
斑
）
と
散
光
の
特
性
を
調
べ
、
両
者
の
関
連
性
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
散
光
の
強
度
が
、
森
林
の
樹
冠
層
の
厚
さ
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
林
内
の
稚
樹
が
充
分
な
生
長
を
遂
げ

る
た
め
に
は
、
立
木
を
間
伐
し
て
樹
冠
層
を
整
理
し
、
五
〇
〇
〇
ル
ッ
ク
ス
以

上
の
散
光
を
林
床
に
到
達
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
も
実
証
し
た
。

さ
ら
に
佐
々
木
氏
は
、
林
内
光
の
波
長
特
性
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
林
内

の
散
光
に
は
、
赤
色
光
域
の
光
が
少
な
く
、
遠
赤
色
光
域
の
光
が
多
い
た
め
、

稚
樹
の
節
間
伸
長
が
著
し
く
促
進
さ
れ
る
（
徒
長
）
こ
と
を
見
出
し
た
。
こ
の

四
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よ
う
な
現
象
は
、
林
内
の
稚
樹
ば
か
り
で
な
く
林
間
苗
畑
の
苗
木
で
も
起
こ
り
、

徒
長
し
た
稚
樹
や
苗
木
は
脆
弱
で
、
強
光
や
乾
燥
に
弱
く
、
天
然
更
新
や
植
栽

に
お
け
る
生
存
率
が
極
度
に
低
く
な
る
の
で
、
稚
樹
や
苗
木
を
健
全
に
生
長
さ

せ
る
た
め
に
は
、
光
量
と
光
質
の
い
ず
れ
に
も
留
意
し
つ
つ
、
苗
畑
や
天
然
更

新
を
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
も
、
同
氏
は
確
証
し
た
。

３．

ス
タ
ン
プ
苗
植
栽
法
の
開
発

佐
々
木
氏
は
、
フ
タ
バ
ガ
キ
科
お
よ
び
そ
の
他
の
樹
種
の
苗
木
の
葉
、
枝
、

及
び
若
い
幹
の
部
分
を
切
り
落
し
、
水
分
の
消
失
を
抑
制
す
る
と
、
葉
柄
痕
か

ら
腋
芽
が
発
達
し
て
、
新
し
い
枝
葉
が
展
開
し
、
主
幹
（
単
幹
）
を
形
成
す
る

こ
と
を
発
見
し
、
こ
の
性
質
を
利
用
し
て
、
苗
木
に
対
し
、
摘
葉
処
理
や
伐
枝

処
理
を
施
し
た
後
に
、
植
栽
を
行
う
ス
タ
ン
プ
苗
（
根
株
）
苗
植
栽
法
を
開
発

し
た
。
ス
タ
ン
プ
苗
は
、
蒸
散
に
よ
る
水
ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
、
根
の
活
着
に

対
応
し
て
葉
が
展
開
し
て
く
る
の
で
、
活
着
率
が
九
〇
％
以
上
の
好
成
績
を
示

す
。

４．

ス
ト
レ
ス
耐
性
種
の
発
見
と
育
成

佐
々
木
氏
は
、
イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
に
分
布
す
る
フ
タ
バ
ガ

キ
科
を
含
む
熱
帯
林
構
成
樹
種
の
間
に
、
低
温
耐
性
、
乾
燥
耐
性
、
耐
酸
性
、

耐
湿
性
の
高
い
も
の
が
多
い
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
を
東
南
ア
ジ
ア
の
過
酷

な
荒
廃
地
に
植
栽
し
て
、
一
定
の
成
果
を
収
め
た
。

さ
ら
に
、
同
氏
は
、
火
災
の
災
害
を
受
け
た
フ
タ
バ
ガ
キ
林
の
跡
地
の
調
査

を
通
じ
て
、
火
災
耐
性
を
持
つ
樹
種
が
存
在
す
る
こ
と
を
も
見
出
し
て
い
る
。

５．

熱
帯
林
再
生
の
た
め
の
植
林
活
動

佐
々
木
氏
は
、
以
上
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
、
現
地
に
お
け
る
基
礎
的
調
査
・

研
究
と
並
行
し
て
、
マ
レ
イ
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ペ
ル
ー
等
に
お

い
て
、
森
林
再
生
試
験
を
も
、
自
ら
実
施
し
、
卓
抜
な
成
果
を
収
め
た
。
即
ち

マ
レ
イ
シ
ア
で
は
、
一
九
七
七
年
に
、
マ
メ
科
種
子
（In

tsia
p

a
le

m
b

a
n

ic
a

）

の
直
播
き
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
が
開
発
し
た
ス
タ
ン
プ
苗
の
手
法
を

フ
タ
バ
ガ
キ
科(S

h
o

re
a

T
a
lu

ra
)

の
苗
木
に
適
用
し
て
、
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植

栽
試
験
に
成
功
し
た
。
一
九
八
二
年
に
は
、
ペ
ル
ー
の
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
お
い

て
、
マ
メ
科
の
ト
ル
ニ
ー
ヨ

(C
e
d

re
lin

g
a

c
a
le

n
a
e
fo

rm
is

）
の
天
然
更
新
を

成
功
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
二
年
か
ら
一
〇
年
間
、
住
友
林
業
（
株
）
と

共
同
研
究
を
行
い
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
、
サ
マ
リ
ン
ダ
郊

外
の
荒
廃
地
三
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
フ
タ
バ
ガ
キ
科
樹
種
を
主
体
と
し
て

森
林
再
生
実
験
を
行
っ
た
。
そ
れ
ら
は
既
に
成
林
し
、
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

政
府
が
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
期
、
佐
々
木
氏
は
、
わ
が
国
の
熱
帯
林

再
生
技
術
研
究
組
合
が
マ
レ
イ
シ
ア
、
サ
ラ
ワ
ク
州
で
行
っ
た
湿
地
林
再
生
試

験
に
お
い
て
、
ア
ラ
ン

(S
h

o
re

a
a
lb

id
a
)

の
植
栽
事
業
を
現
地
指
導
し
た
。
さ

四
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ら
に
、
一
九
九
四
年
か
ら
は
、
タ
イ
南
部
ナ
ラ
チ
ワ
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
と
し
て
、
酸
性
硫
酸
塩
土
壌
地
帯
に
お
い
て
、

A
c
a
c
ia

m
a
n

g
iu

m
,

S
h

o
re

a
T

a
lu

ra
,

D
ip

te
ro

c
a
rp

u
s

a
la

tu
s

な
ど
の
植
栽
試

験
を
行
い
、
植
林
に
よ
る
荒
廃
地
回
復
を
現
実
化
し
た
。

即
ち
、
熱
帯
林
の
生
理
･
生
態
的
特
性
に
か
か
わ
る
基
本
的
な
調
査
・
研
究

と
具
体
的
な
植
栽
活
動
と
を
、
現
地
に
お
い
て
緊
密
に
結
合
さ
せ
つ
つ
熱
帯
林

の
再
生
を
は
か
り
、
数
々
の
特
筆
す
べ
き
成
果
を
収
め
得
た
の
は
、
内
外
を
通

じ
て
、
佐
々
木
氏
が
最
初
の
研
究
者
で
あ
る
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
。
同
氏

の
業
績
は
、
熱
帯
地
域
に
お
け
る
自
然
保
護
と
種
の
保
全
の
基
礎
と
な
る
研
究

で
あ
る
と
同
時
に
、
熱
帯
雨
林
の
再
生
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
と
し
て
も
、

極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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